






























































































屋の下請としての生産であった。 昭和30年代には， ナイロ γ ・テトロンなどの合成繊維織物の製造

























云町昭和吋 44 45 46 47 48 49 50 51 52 
事業所数 351 398 426 420 510 480 456 501 488 464 
（構成比〉 7.1 7.4 7.6 7.6 7.9 7.7 7.5 7.7 7.7 7.5 
従業者数 23,079 23,346 23, 485 23,084 22,929 23, 196 19,343 18,942 18,746 17,980 
（構成比） 17.1 16.0 15.5 15.7 15.0 15.0 13.1 12.9 13.1 12.4 
製造品出荷額6,104,111 7,097,225 
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47 4泊 49 50 51 52 年
資料：富山県統計調査課『工業統計調査給果表』 （昭
















城 端 町 21,072 149,094 
井 波 町 25,460 318,699 
井 口 村 17,293 107,500 
福 野 町 23,858 384,562 
福 光 町 24,400 560,295 
富 山 市 42,222 477,763 
高 岡 市 40, 170 379,631 
砺 波 市 28,963 184,178 
県 平 32,977 460,501 
資料：富山県税務課『市町村税の状況』（昭和52年度）
注市町村民税の納税義務者1人当り納税額を示す。






















城端町 5,669 40 190 10 667 1,225 536 6,894 
福光町 318 10,621 65 594 14 1,520 2,511 1,232 13,132 
井波町 37 109 5, 108 342 18 959 1,465 240 6,593 
福野町 61 395 192 6,521 l,613 2,261 ム454 8,782 
井口村 138 44 75 67 473 95 419 359 892 
その他市町村 135 413 853 l, 765 18 












＼＼＼＼＼年次・項目 昭和 40 年 45 5ο 
項目 ＼＼＼ 総 数｜ 男 女 総 男 女 総 数｜ 男 女
総 人 ロ 12, 783 5,999 6,784 12,048 5,740 6,308 11,885 5, 714 6, 171 
15才以上の人口 9,726 4,447 5,279 9,513 4,431 5,082 9,330 4,404 4,926 
労働力総数 7,387 3,642 3,745 7,495 3,767 3,728 6,969 3,679 3,290 


















年度 組 1仁~ 名 所在地 業 種 参加企業数
地｜建用 物
昭和39年 富山木工団地 富山市 木 工 22 27,401 9,989 
47 福岡金属工業団地 福岡町 金属製品 14 46,232 10,219 
49 富山新港鉄工業団地 新湊市 機械金属 11 47,886 9,991 
51 朝日町鉄工業団地 朝日町 ， 10 23,262 5,106 








他の規模の大きい投資団地としては， 10～15億円， 20～25億， 30億円以上の団地は各1つ存在するO
これらの団地のうち3億円以下の団地の業種をみると， 機械・金属が2であり， 家具・木工が1で
あるO 3～5億円投資の団地では，やはり， 機械・金属， また5～7億円の団地も同じく機械・金
属であるO なお可成り投資規模の大きい7～10億円の部類も機械・金属である。
これらの団地の投資資金についてその調達の方法は， 高度化資金によるものが 54.6%であって多



























の観点，すなわち， 1.位置と行政区域， 2.地形と気候， 3.土地利用， 4.交通， 5.人口動態と人




























第2-1表地目別土地利用の現状 （単位 ha) 
年 次 回 ~IE ｜宅地｜森林｜原野｜雑種地｜その他｜公有地｜総数
昭和 49年 1,217 
50 1,216 
51 l, 245 










l,670 143 1 
1,670 139 11 
1,672 138 11 
1, 170 140 15 
1,034 139 16 1 
（単位 ha〕
年次｜総数 ［住宅用地｜工業用地｜農村漁業喜｜車lピス妻｜公共用施設！植
件 件 件 ｛牛 ｛牛 件 件
昭和48年 58 4,286.6 29 844.7 1 889.2 9 l, 791. 7 5 283.6 - 4 
49 37 2,997.1 6 137.1 5 330.6 2 89.7 -23 
50 17 540.6 11 232.2 1 15.2 1 53.6 2 42.2 1 56.5 1 
51 27 l, 162. 2 11 237.5 4 132.9 2 54.4 6 380.6 4 356.8 
52 34 2, 104. 5 11 354. 5 5 324.4 12 1, 110.0 4 197.7 
資料：城端町農業委員会調べ
注 1. 原資料の単位はcm2表示であるが， ha表示に換算している。
2. 「件jは転用件数である。
3, 155 6,584 
































第2-3-1表城端町内の国道，県道町道の現況 （単位 km,%) 
国道・県道 ｜一般国道｜主要地方道｜一般地方道｜県道計｜国道・県道計
総実延長 (A) 14.2 3.1 15.9 19.0 33.2 
改 良済（B) 8.5 3.1 13.7 16.8 25.3 
改 良 率（~） 60.1% 100.0 86.0 88.4 76.2 
舗装済（C) 10.2 3.1 12.2 15.3 25.5 
舗装率（＊） 72.0% 100.0 76.2 80.5 76.8 
町 級｜二 級｜そ の 他｜町 1、当旦~ 計
路 線 数 15 13 130 158 
総実延長 27.0 20.9 97.1 145.0 
改 良 済 22.4 18.1 56.3 96.8 
改 良 率 83.0% 86.6 58.0 66.8 
舗 装 済 22.6 15.2 27.2 65.0 

























砂 幸り 道 舗装道（同｜舗装率Cf)
% 
120.6 27.3 18.5 
118.3 39.9 25.2 
95.8 45.3 32.1 
88.1 54.1 38.0 
80.0 64.9 44.8 
鉄道としては，北陸本線高岡駅へ接続する国鉄城端線（明治30年開通。高岡～城端間（(12駅），列
車本数32，約29.9km）がある。
国鉄城端線の輸送状況については， 昭和48年から昭和52年までの 5年間の旅客輸送は， 年によっ






乗 車 人 員 （人〉 荷物取扱｛回数 ( t) 
年 度
数｜ 1日平均｜総数の増減率 送｜到 着 ｜発送の増減率総 発
% % 
昭和 48年 463,485 l,269 13,620 12,799 
49 499,434 1,368 7.8 11, 168 12,306 ム18.0
50 478,074 1,306 ム 4.3 10,922 13,040 ム 2.2
51 485, 140 1,329 1.5 10,499 13,032 ム 3.9
















昭和四年 2,566 13,943 6,763 
30 2,619 13,820 6,583 
調 35 2,727 13,733 6,480 
40 2,731 12,783 5,999 
査
45 2,725 12,048 5,740 
50 2,741 11,885 5, 714 
住 昭和48年 2,790 11, 954 
民 49 2,788 11,942 
基
本 50 2,778 11,907 
ぷロへ 51 2,787 11,925 
帳 52 2,781 12,026 
資料・総理府『国勢調査』 （昭和25,30, 35, 40, 45, 50年〉
注国勢調査は各年10月1日現在のものである。
（単位人〕
口 1世帯当り 1 k112当り
女 平均人員 人口密度
7,180 5.43 211.8 
7,237 5.28 210.0 
7,253 5.04 208.6 
6,784 4.68 194.2 
6,308 4.42 183.0 









出 産 死 亡 自 然 増 婚
年
総数男｜女 総数｜ 男｜女 総数｜ 男｜女 ま図
昭和50年 191 102 89 99 63 36 92 39 53 6 
51 176 77 99 98 50 48 78 27 51 
52 141 76 65 92 43 49 49 33 16 
資料：城端町住民福祉課調べ
人口の社会動態では， 昭和50年以降転入人口も転出人口も減少しているが， 転出超過が続いてい
る現況であるO 昭和52年は， 前年に比べ，転入は21.8%, 転出は12.7%とそれぞれ減少している。
このことが城端町の総人口を減少させている 1つの原因である（第2-7表〉。
新規産業の導入及び立地計画 - 15一
第 2ー 7表 人口の社会動態 （単位人〉
転 入 転 出 社会減
年 度
総数｜男｜女 総数｜男 ｜女 総数｜ 男 ｜女
昭和 50 年 260 119 141 343 151 192 83 32 51 
51 316 137 179 347 155 192 31 18 
52 247 104 143 303 123 180 56 19 
資料．城端町住民福祉課調べ




転 入 者 転 出 者 社会増減
年令階級
総数｜県内｜県外 総数｜県内｜県外 総数｜県内｜県外
0 ～ 9 才 26 9 17 23 
10 ～ 19 29 20 9 80 
20 ～ 29 165 71 94 163 
30 ～~ 25 9 16 20 
40 ～ 49 13 7 6 14 
50 ～ 59 12 5 7 13 





15 8 3 ム 6 9 
18 62 ム51 2 ム53
89 74 2 ム18 20 
13 7 5 ム 4 9 
10 4 ム 1 ム 3 2 
8 5 ム 1 ム 3 2 
11 7 ム 7 ム 3 ム 4












1 621 I 12048 I % 92.0 
1,707 111.885 I 91. 5 
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第2-10表 城端町地区別人口の推移 （単位人〉
年 ｛、うえ 総 数 城 端 南山田 大鋸屋 蓑 谷 北 野
出和10年 11,021 I 3,897 2,321 l, 977 1,433 1,393 
15 10,978 3,860 2,406 1,878 1,425 l, 409 
22 1:3, 156 5,047 3,283 2,074 1,530 l, 522 
25 13,913 4,934 3,831 1,562 l, 569 
30 13,820 4,859 3,887 l,995 1.526 1, 553 
35 13,733 4' 6')1 3,959 2, 153 1, 544 l, 473 
40 12,783 4,732 3,622 1,688 1, 363 1,378 
45 12,048 4,366 3,516 1,583 l,227 l,353 








45与に比べ， 44才以下の人口は男6.4%，女10.2%, 全体で8.4%とそれぞれ減少し， 顕著な構造を
示していることが特色である（第 2~1 図，第 2-11表〉。
第2-11表 年令別人口の推移（単位入〕
~ 不日 50 年
年 令 人 口 l構成比仰
総数｜ 男｜女総数｜男 i女j
総 数 11,885 5, 714 6, 171 100.0 
0～ 4才 950 473 472 8.0 
5～ 9 773 405 368 6.5 
10～ 14 832 427 405 7.0 
15～ 19 731 363 368 6.2 
20～ 24 653 304 349 5.5 
25～ 29 1,001 494 507 8.4 
30～ 34 753 335 368 6.3 
35～ 39 750 347 403 6.3 
40～ 44 873 403 464 7.3 
45～ 49 960 462 498 8.1 
50～ 54 827 339 433 7.0 
55～ 59 669 323 3.J6 5.6 
60～ 64 703 318 385 5.9 
65～ 69 533 251 232 4.5 
70～ 74 334 167 227 3.3 
75～ 79 236 119 167 2.4 
80才以上 197 73 124 1. 7 
資料回総理府『国勢調査』 （昭手！J40,45, 50年〉
注各年10月1日現在



















12,048 5,740 6,308 
787 403 378 
823 424 404 
920 476 444 
995 476 519 
1,051 458 593 
788 393 335 
758 348 410 
880 403 471 
978 467 511 
865 400 465 
699 337 362 
706 317 389 
585 282 303 
469 215 254 
364 167 197 
201 89 112 
174 73 101 
昭和 40 年
男
12,783 5,999 6,784 
846 418 428 
941 482 459 
1,270 652 618 
1,586 698 888 
810 334 476 
798 354 444 
925 423 502 
1,016 491 525 
903 422 481 
743 354 389 
756 341 415 
622 305 317 
536 256 28( 
414 205 209 
280 125 155 
210 92 118 
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第 2ー 12表 城端町隣接地域の人口分布、性比、
年次 昭和 49 年 50 51 
人口 増対減日リ率年 性比構3階級成車IJ人 口 対増前減率年 性比え官協 人口 対増減目lj率年 性比人3階口級構成別
計 計 。～14才 言十 計 0～14才 言十 五十 0～14才
女＝ 女＝ 女＝男 男




女 女 65～ 女 女 65才～ 女 女 64才～
ム0.2%
区町村 29,861 ム0.3 Irオす叶｜一寸67.5 30, 0 7 67.0 30, 0.2 66.7 33,042 ム00 90.4 10.8 32，ム0.9 91.8 11.3 32，ム0.3 91. 11.6 
11,880 21.6 
城端町 5,686 ム0.3 66.8 5,714 0.5 66.5 5,70 ム0.1 66.1 
6, 194 
0 I 81 215I叶 0I I 21 I吋 3I 
0.3 91. 11.7 6,171ム0.4 92.6 12.0 6,20 0.6 91.9 12.3 
ム0.4 ド1.6I 22，附 0.2 21. 5 福光町 10, 871ム0.2 67.5 10,893 0.2 66.9 10,945 0.5 66.7 
11,834 0.2 91. 9 10.8 11, 717 ム1.0 93.0 11.5 11,701ム0.1 93.5 11.8 
川 oI I 21. 5 叶 1.7I I 21.7 111.639 0.0 井波町 5,586 ム0.3 680 5, 01 671 5,52ム0.0 66.4 
6,308 0.1 87.6 10.5 6，ム3.2 90.6 11.2 6,107 0.0 90. 11.6 
15,080 22.0 
福野町 7,103 ム0.4 67.9 7, 2.0 67.7 7，ム0.4 67.3 
7,977 
6I I ~~： 1 I15.割
ム0.8 89.0 10.0 8, 0.7 90.2 ぺ15調。iI 10.5 8, 0.5 89.4 10.7 
1,432 2.1 20.1 
ム0.7 65.5 697 3.6 65.6 703 0.9 64.9 1調ム 2I 1初 I 
0.2 92.3 14.1 735 0.8 94.8 14.3 732ム0.4 96.0 15.0 
｜おr~： ~r!l ~~J I 121 Iぺ＇＂67!1 1.1 I 81 21.4 砺波市 16, 0.3 67.6 16,434 1.6 67.3 16,59 0 66817，ム6.3 91.3 11.3 17,852 0.8 92.1 11.5 18,0 1.3 91. 11.8 
l#t~j 語調 0.5 21.5 35,970 0.5 0.6 68.3 17,308 0.5 68.0 17,440 0.8 18, 0.4 93.0 10.0 18,483ム0.2 93.6 10.4 18,530 0.3 
7,553 
1. 4 I I 22. 7 I 7,519 ム0.5 0.6 庄川町 3,576 22 663 3,542 ム1.0 65.4 3,5 1.2 
3,977 0.7 89.9 11.1 3,977 0.0 89.1 11.5 3,9 0.1 
1,611 ム5.7 1,481 ム3.7
803 ム6.2 64.4 772ム4.5 66.l 751 ム2.1
803 ム5.2 100.6 15.5 757ム5.7 102.0 14.7 730 ム3.6
I 21.0I 2,110 19.8 2,073 61.8 平村 ム2.6 628 1,018 2.6 63.5 1,008 ム1.0
I，ム3.0 89.7 16.2 1,092 ム1.3 93.2 16.7 1,065 ム2.5
l ，~！？i 0.5 21.0 1, 100 3.2 上平村 ム 4 62.9 561 8.5 65.4 5 ム1.1
1.3 94.2 16.0 539 ム1.8 97.2 15.7 5 ム1.1
富山県l淵 0.8 I 22. 8 11,070 79ll ' I I "' 0.7 0.9 68.1 514, 991 0.7 67.7 519,1 0.8 0.7 92. 5 9.1 555, 800 0.6 92. 7 9.4 559,4 0.7 
資料．富山県統計調査課『富山県の人口』 （昭和48,49, 50, 51, 52年版と昭和53年版（速報〉〉
富山県中小企業課調べ




















人口 対増前減率年 性比 人3階口級構成別 人口 対前年 性比
3段級別
増減率 人口構成
Z十 計 0～14才 計 計 0～14才
男 男 女＝ 100 15～64才 男 男 女＝ 100 15～64才
女 女 65才～ 女 女 65才～
ム0.1% 21.7% 62,845 21.6% 
30, 0.0 66.2 30, 134 0.1 65.7 
32, ム0.2 12.1 32, 711 ム0.2 92.1 12.7 
11, 938 0.2 21.6 11,887 ム0.4 21. 5 
5,718 0.2 65.8 5,695 ム0.4 65.0 
6,220 0.2 12.7 6, 192 ム0.5 92.0 13.4 
22,594 ム0.3 21.5 
10,983 0.3 66.3 10, 963 ム0.2 66.0 
11,677 ム0.2 94.1 12.2 11,631 ム0.4 94.3 12.6 
11,618 0.0 21.7 
5, ム0.3 66.0 5,542 0.5 65.6 
6, ム0.1 90.4 12.0 6,076 ム0.4 91. 2 12.6 
22.2 0.5 21. 9 
7, ム0.3 66.7 7, 0.6 66.3 
8, ム.0.4 11.2 8, 0.5 11.9 
1,437 0.1 19.9 1,437 0.0 19.8 
703 o.o 64.3 699 ム0.6 63.3 
734 0.3 15.8 738 0.5 94.7 16.8 
34,999 35, 189 21.8 
16,778 1.1 66.3 16,867 0.5 65.8 
18,221 0.8 12.1 18,332 0.6 12.4 
0.8 21.7 0.4 21. 8 
17,605 0.9 67.2 17, 0.5 66.8 
18,641 0.6 94.4 11.1 18, 0.3 11.4 
0.4 23.5 
3, 0.6 64.2 3, 0.1 63.8 
3, 0.2 90.5 12.1 4, 0.3 90.3 12.7 
1,425 ム3.8 1,361 15.9 
723 ム3.7 67.2 686 ム5.1 67.5 
702 ム3.8 103.0 16.1 675 ム3.8 100.6 16.6 
ム3.1 ム2.0 17.1 
ム2.3 63.8 961 ム2.4 64.0 
1, ム3.9 96.3 18.4 l,007 ム1.6 18.9 
1,062 18.9 1,059 ム0.3 18.2 
546 ム1.6 64.1 544 企0.4 64.4 
516 ム3.2 105.8 16.9 515 L0.2 17.4 
回 1 11凹1割 23.0 523,099 0.8 66.8 526, 0.7 66.5 
562,611 0.6 10.1 565, 0.5 93.l 10. 5 
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城端町とその隣接4町村の人口分布，性比，年令3階級別人口構造（第2-12表）をみれば， 昭





の人口は，それぞれ21.7%,66.2%, 12.1%であり，富山県全体ではそれぞれ23.1%'66.8%' 10.1 







も福光町に最も多く流出し， 45年267人， 50年318人であり， 次いで高岡市， 福光町の順であるO 45 









城端町 12,048 1,552 90 341 258 73 16 53 329 392 から 986 71 201 160 36 16 41 194 267 
庄川町 7,380 1,402 143 249 306 51 10 706 196 29 1,272 115 169 23'3 37 10 579 124 26 
井波町 11, 789 l, 501 112 310 310 94 29 181 411 54 l, 118 72 188 222 79 29 181 298 49 
井口村 1,440 428 21 32 31 13 148 92 72 19 354 14 17 24 9 148 70 55 17 
福野町 15,275 2,328 180 599 466 408 71 30 236 338 1,856 141 445 378 333 71 30 175 283 
福光町 22,923 2,538 189 587 399 225 276 16 65 781 l,764 139 388 244 131 275 16 58 513 
資料：総理府『国勢調査』
注 l. 上段は就業者と通学者の合計数 下段は就業者
2. 各年10月1日現在
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I司 昭和50年一〔その 2)
み寸人口［概要時吋吋新吋波市｜自主ト仲
城端町 11,885 1,626 107 13 269 93 22 53 10 304 443 から l, 163 91 232 13 179 68 22 40 10 190 318 
一
庄川町 7,519 l, 781 153 280 55 348 51 13 631 199 51 1,478 115 237 55 284 44 13 536 150 44 
井波町 11,637 1,686 117 354 36 354 83 37 152 18 423 112 l,369 84 245 36 272 74 37 152 18 342 109 
一
井口村 1,432 459 20 33 39 12 138 89 76 52 397 13 22 28 10 133 75 67 44 
福野町 15,280 2,641 228 658 23 485 420 61 36 247 483 2, 127 170 493 21 391 368 61 36 192 395 
福光田I 22,610 2,9-iS 220 651 31 535 273 321 14 2,231 165 476 31 344 193 318 31 65 14 594 
資料・第 2ー 13表に同じ
就業者及び通学者の近隣市町村からの流入〔昭和45年〉ー（その3〕エl清原F岡市｜吋附｜一問｜庄）｜｜町 井畑｜井叶福州問
城端町へ 628 625 
庄川町 394 391 
井波町 1,454 12 1,137 12 
井口村 18 18 
福野町 3, 161 30 2, 186 30 
福光町 l,081 860 
資料：第2-13表に同じ
同
33 51 10 
33 50 9 
14 119 18 
14 116 18 
31 209 50 
29 131 45 
284 617 441 
216 502 254 
82 141 26 
78 114 26 
10 29 148 71 276 
10 29 148 71 275 
16 181 30 16 
16 181 30 16 
53 706 92 236 65 
41 579 70 175 55 
18 
18 
329 196 411 72 781 
194 124 298 55 513 
392 29 19 338 
267 26 49 17 283 
（昭和50年）ー（その 4)
二不｜離宮町｜票宮市l高岡市｜砺波市｜小矢部市｜蹴町 間町｜井波町｜井川間｜問
城端町へ 655 38 47 5,824 13 37 138 61 321 653 38 47 5,669 13 37 138 61 318 
庄川町 387 14 132 22 2,837 152 36 31 386 14 131 22 2,766 152 36 31 
井波町 l,435 34 278 36 631 5,440 89 247 67 1,138 3ヰ 160 36 536 5, 108 75 192 65 
井口村 42 10 18 484 14 42 10 18 473 14 
福野町 3,374 40 308 721 498 304 199 423 76 6,922 805 2,587 40 260 606 338 190 150 342 67 6,521 594 



































、、、、＼～＼、、＼＼＼～、 年次・項目 昭 和人 口
産業大分類＼＼＼＼＼～＼ 総数｜ 男 女
総 数 6,894 3,631 3,263 
第 1 次 産 業 1, 173 552 621 
農 業 1,155 535 620 
林業・狩猟業 18 17 1 
第 2 次 産業 3,453 l, 791 1,662 
鉱 業 1 1 。
建 設 業 726 614 112 
製 3、左旦と 業 2,726 1,176 1,550 
第 3 次 産業 2,254 l,282 972 
卸売・小売業 846 441 405 
金融・保険・不動産業 102 51 51 
通輸・通信業 238 201 37 
電気・ガス・水道業 40 36 4 
サービス業 857 417 440 
公 務 171 136 35 








































47.3 7,451 3,736 3, 715 
9.0 2,092 972 l, 12日
9.0 2,087 967 1,120 
5 5 。
24.1 3,224 l,576 l,648 
4 3 1 
1.6 457 414 43 
22.5 2,763 1,159 1,604 
14.1 2,135 1,188 947 
5.9 766 379 387 
o.7 91 54 37 
0.5 266 222 44 
0.1 42 41 1 
6.4 834 384 450 
0.5 136 108 28 
0.1 
産業従業上の地位別就業人口のうちで雇用者についてみれば， 昭和50年10月1日現在， 製造業の
雇用者が最も多く 2,348人で雇用者総数4,360人のうちの 53.9%を占め， それも男性（942人〉より
も女性 (1,406人〉の多いことが目立っている（第2-15表）。昭和50年10月1日現在の労働力総数
と就業者総数は昭和45年10月1日に比べてそれぞれ7.0 (526人〕， 7.5% ( 557人〉減少している
（第2-16表）。
第 2ー 15表 産業従業上の地位別就業人口 （単位人）
よ;J総 数 雇用者 雇人の幽ない業主 家者族従業男 女 男｜女 男 l女男｜女 男
総 数 3,631 3,263 2,272 2,090 164 19 152 27 855 275 185 
農 業 535 620 25 23 2 3 448 126 57 
林業・ 1守猟業 17 15 1 1 1 
鉱 業 1 。 1 。
建 設 業 614 112 414 96 17 1 38 1 123 22 
製 造 業 l, 176 1,550 942 l,406 96 9 46 12 67 38 25 
卸売・小売業 441 405 173 126 25 8 40 8 145 43 58 
金融・保険業 43 48 41 48 1 1 
不動産業 8 3 2 1 1 1 3 1 
運輸・通信業 201 37 188 37 3 5 5 
情気・ガス・水道業 36 4 36 4 
- 24 - 新規産業の導入及び立地計画
サービス業1 417 I 440 I 296 I 312 I 20 1 17 6 62 68 22 
公務I 136 I 35 I 136 I 35 




＼＼＼口 昭和 50 年 昭和 45 年 昭和 40 年
総数！男｜女
総数〔15才以上の人口〕 9,330 4,404 
労 ｛動 力 総 数 6,969 3,679 
就 業 者 総 数 6,894 1,631 
ノにc,じ 全 1ミ 業 者 75 48 















男 女 総数｜ 男 女
4,431 5,082 9,726 4,447 5,279 
3,767 3,728 7,387 3,642 3,745 
3,736 3, 715 7,370 3,629 3,741 
31 13 17 13 4 



















昭和 47 年 1,236 6,026 147,950 127,612 
48 1,230 5,931 143,902 123,929 
49 1,248 5,531 145,732 124,747 
50 1,278 5, 133 145,791 130,448 
53 1,253 6,082 147,928 133,616 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 2ー 18表 専業兼業別農家数の推移 （単位戸〉
年
兼業農家
次｜股糊｜開蹴｜総 数 ｜第1種兼業｜第2種兼業 比率 （%） 比率 （%〕












1,209 381 828 31.5 68.5 
1,201 217 984 18. l 81.9 
1,215 243 972 20.0 80.0 
1,258 149 l, 109 11.8 88.2 





































319 3,359 45 318 
161 1,666 26 204 
151 1,787 50 375 
















地三こ域こ＝＼一別、一＼τ~一＼寸J 従 業 者（数人）I製造品出荷（万額円〉｜！｜従の業製造者品l人出（万荷当額円り）｜I 付加価値（額万 ｜｜｜従の業付加者価1人値（万額当り
円〉円〕
県 平 坪 335.6 
富 山 市 33，お3 47,285,020 l,422.8 16,013,290 481.8 
高 岡 市 30,248 41,240,774 1,363.4 16,135,581 533.4 
砺 波 市 3,564 3,064,276 859.8 l,062,017 298.0 
小矢部市 5,908 7,532,616 l,275.0 2,373,983 401.8 
城 端 町 2,362 l,856,655 786.1 719,073 304.4 
平 村 160 20,433 127.7 14,491 90.6 
上 平 村 76 9,773 128.6 9, 158 120.5 
井 波 町 2,043 l, 789, 316 875.8 455,345 222.9 
井 口 村 86 31,692 368.5 11, 664 135.6 
福 里子 町 3,242 4,411,759 l,360.8 2,256,997 696.2 








































































資料：福光町『福光町民所得』 （確定値昭和49,50年度〉， 福光町『統計 町民統計』（昭和50年度），砺波市
『統計市民所得』 （昭和50年度），富山県統計調査課『経済月報』 （昭和53年7月号〕
















て喜善と命： 項、民～ ～一年一次一 昭和 47 年 50 
事業所数｜！従業者数（人〉 事業所数｜従業者数（人〉｜構成比 ω
総 数 100.0 
第 1 次 産業
農林・水産業 7 45 10 48 0.9 
第 2 次 産業
鋭； 業
建 設 業 75 707 78 643 11.8 
製 1、F旦f二 業 131 2,919 132 2,723 49.9 
等 3 次 産業
卸売・小売業 294 823 296 829 15.2 
金融・保険業 8 98 9 119 2.2 
不動 産業 3 4 5 9 0.2 
運輸・通信業 14 178 13 155 2.8 
電気・ガス・水道業 4 17 3 17 0.3 
サービス業 159 853 154 820 15.0 

















t類ζE業＂：中分＼一～項＼ ～ -g 
事業所数 従業者数 （人〕 事＇~l:'f品出荷額（万I'])
計｜法人｜個人戸新 計 ｜常用｜個人｜｜構成（比%〉長 績｜構成比伽
総 数 129 67 62 100.0 2,362 2,227 135 100.0 1,856,655 100.0 
食 事ヰ 口ll口 13 7 6 10.1 95 75 20 4.0 112,895 6.1 
高批 京佐 工 業 52 29 23 40.3 l,298 l,242 56 54.9 996,357 53.7 
衣 mi 2 1 1 1.5 37 35 2 1.6 x x 
木材・木製品 6 5 1 4.6 39 38 1 1. 7 32,914 1. E 
家具・装備品 5 2 3 3.9 39 35 4 1. 7 20,039 1.1 
パルプ・紙 4 2 2 3.1 30 26 4 1. 3 19,769 1.1 
出版・印刷 3 1 2 2.3 38 32 6 1.6 13,648 0.7 
主人乙 属 製 n仁3rJ 10 7 3 7.8 178 172 7.5 98,746 5.3 
一 般 機 械 8 1 7 6.2 26 16 1.1 8,379 0.4 
電 気 機 械 12 8 4 9.3 442 432 10 18.7 479,232 25.8 
輸 送 機 相民 1 。 1 0.8 2 1 1 0.1 x x 




業 種 繊 市住 工 業 'aj'. 気 機 械
項 日 事業所数 i従業者数ω！製造品中耕〕 事業所数 i従業者数（人〕｜製造品出荷額〔万円〕
城端町 52 1,298 995,787 12 442 479,812 
富山県 464 17,940 15, 135,041 173 7,375 5,342,614 
県内、ンェア






の通りであるO 城端町の繊維工業の製造品出荷額の構成比は 53.7%であり， 電気機械器具製造業の
それは25.8%であるから， これらの2業種は富山県のそれらの2業種（それぞれ8.3%, 2.9%）よ
りもきわ立って高い構成比を示している。 しかし，城端町のパルプ・紙・紙加工品製造業， 出版・






第 2ー 26表 城端町と富山県の業種別製造品出荷額の構成
産＼分業類中別モ丸土＼＼＼竺頃＼円
城端町 富山県
製造品出〈荷万額円 l構成比 製造品出〔荷万額円｜｜ 構成比（ 〕（%）〕%〉
総 数｜ 胤 14山 1I 100.0 
食 料 ロ仁ロl 112, 895 6.1 9,708,929 5.3 
繊維工業 996,357 53.7 15,135,041 8.3 
衣 H~ x x 1,464,247 0.8 
木材・木製品 32,914 1.8 6,075,566 3.3 
家具・装飾品 20,039 1.1 1,651,162 0.9 
パルプ・紙 19,769 1.1 9,353,461 5.1 
出版・印刷 13,648 0.7 2,479,757 1.4 
金属製品 98,746 5.3 16,834,767 9.2 
一般機械 8,319 0.4 14, 376, 198 7.8 
電気機械 479,232 25.8 5,342,614 2.9 
輸送機械 x x 7,970,680 4.4 





化学工業 18,858,891万円 10.3% 
石油・石炭 8,353,753 4.6 
ゴム製品 662, 154 0.4 
なめしかわ 160,074 0.1 
窯業・土石 5,500,262 3.0 
鉄 鋼 12, 902, 129 7.0 
非鉄金属 38,867,599 21.2 









~ 昭和48年 49 50 51 52 調｜従教業J製明造湾品） 所事業数｜！ 従者（業人数）I製出（万造荷額品円〉議（顎月霜〕喜重I~~）I~~~） 
総 数 131 2,826 1,233,7751 127 2,635 1,231,051 135 2,549 1,208,750 13! 2,519 1,704,715 
食 料 ロ仁3ロ 1 61 27' 107 10 59 33,592 13 85 57,860 13 89 60,924 
繊維工業 58 1, 725 807,581 55 1,544 781,031 55 1,474 793,607 54 l, 418 1,088,929 
衣 Ulf 2 x x 2 x x 2 x x 2 x x 
木材・木製品 6 41 25,955 5 38 27,321 6 41 27' )89 7 43 31, 778 
家具・装備品 5 46 16,898 5 50 24,243 7 46 17' 781 6 45 17,544 
窯業・土石 x x 1 x x x x x 。。 。
パノレプ・紙 5 34 15,866 5 36 21,365 5 34 15, 129 5 37 20, 116 
出版・印刷 3 31 7,960 3 35 8,928 3 33 9,785 3 34 12,815 
金属製品 7 140 60, 168 8 139 66,456 11 173 70,262 10 176 89,045 
一般機械 6 20 4,402 6 17 3,406 6 16 3,048 8 25 5,460 
電気機械 11 483 192,129 10 460 190,770 1 446 142,472 11 459 302,822 
輸送機械 3 14 3,945 3 15 4,440 2 x エ 2 x エ
その他の製造品 13 214 71,438 14 206 68,005 13 153 63.822 12 156 69,879 










































































































































1. 城端町 2. 福野町







3. 福光町 4. 井波町












『一一一一一. 49 50 51 5Z 年 0 47 48 49 50 51 5Z 年

























































昭和 47 年 昭和 52 年民：・ 従業者数（人〉｜｜｜付加価値額｜｜｜従り業付加者価1値人額当 従業者数）l付加価値引｜従り業付者加価1値人額当
総 数 2,694 349,850 129.9 2,362 
食 料 ロa日 46 8,740 190.0 95 
繊維工業 l,678 214,050 127.6 1,298 
衣 H~ x x x x 
木材・木製品 33 3,682 115.6 39 
家具・装備品 38 4,831 127 .1 39 
パルプ・紙 30 2,685 89.5 30 
出版・印刷 30 3,275 109.2 38 
窯業・土石 x x x x 
金属製品 124 13,209 106.5 178 
一般機械 1 1,042 1,042.0 26 
電気機械 508 59,729 117.6 442 
輸送機械 x x x x 
その他の製造業 197 37,193 188.8 138 




































域端町の工場敷地面積は， 昭和52年現在，事業所数 17事業所で 158,326m2 （従業者30人以上の事
業所，以下同l.:o) と富山県全体の0.7%であるにすぎない。 昭和52年は昭和48年に比べて 91.9%
の減少率を示している〔第2-29表）が， この間の富山県は逆に17.1%増加している。昭和52年を
昭和50年で、対比すれば，城端町は1.0倍増加し，富山県は0.3%減少しているO
第 2-29表工業用地の推移 （単位 ha〕
敷地生産性 富山県の工場敷地面積＼年＼次＼項＼目＼ 
実 績｜伸び率（%） （万円Iha〕 実 績｜伸び率仰
昭和 48 年 17.2203 71,646.5 
49 17.4634 1.4 70.493.2 
50 15. 7182 ム 10.0 76, 901. 3 
51 15.8228 0.7 107,737.9 
52 15.8326 0.1 11,726.9 
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昭和48年 23 2,001 (30) 595 一 136 2,762 
実 49 22 2, 140 (25) 707 136 3,008 
50 20 2,233 （ー） 549 96 2,878 
績 51 18 l,460 （ー〕 619 56 2, 135 
52 17 253 （ー〕 630 883 
構 48 72.5 (1.1) 21.5 4.9 100.0 
成 49 71.1 (0.8) 23.5 4.6 100.0 
比 50 77.6 （ー〉 19.1 3.3 100.0 
51 68.4 （ー） 29.0 2.6 100.0 
% 、J 52 27.8 〔ー） 71.3 100.0 
資料：第2-29表に同じ
昭和52年の井戸水（地下水）使用量は， 63om！日であり， 井戸水使用量が工業用水（淡水）に占










工業用水道 349,693 12.0 
上 水 道 1,460 64.4 31,553 1.1 
地 表流 水・ 418,099 14.3 伏 水
井 戸 水 619 29.0 695,955 23.8 
そ の 他 5,875 0.2 
回 収 水 56 2.6 1,417,341 48.6 









士戸当事業所数I：局長！原料用水｜器撤｜冷却用水l温調用水 その他 l口'>. 5十
昭和48年 23 99 20 742 698 495 708 2,762 
実 49 22 114 90 732 722 494 856 3,008 
50 20 98 20 845 751 346 818 2,878 
緩 51 18 108 60 552 489 389 537 2, 135 
52 17 105 90 114 31 382 161 883 
構成
昭和48年 3.6 0.7 26.9 25.3 17.9 25.6 100.0 
49 3.8 8.2 24.3 24.0 16.2 23.5 100 . 0 
上じ 50 3.5 0.7 29.4 26.0 12.0 28.4 100.0 
% 
51 5.1 2.7 25.9 22.9 18.2 25.2 100.0 















城 端 町 富 山 県
項 目
績｜構成比伽 績｜構成比仰実
ボイラー用水 108 5.1 36,305 1.2 
原 料 用 水 60 2.7 295, 163 10.1 
製品処理洗浄用水 552 25.9 637,050 21.8 
冷 却 用 水 489 22.9 1,528,435 52.4 
温 調 用 水 389 18.2 278,978 9.6 
そ の 他 537 25.2 142,585 4.9 

























作＼＼次？同・司刻域？＼ 項円 福 野 営 業 所 富 山 県
小口電力大口電力 小口電力 大口電力
低電圧力｜｜局圧電力甲局圧電乙力｜｜特電別高圧力 ｜ 低電圧力｜｜局圧電力申品圧電乙力I特電別局圧力特約電力
昭和一17，対づ 28，オペ~11叶。ヤヤ；；；｜ω52年下期 7,2 47, 27,630 43, 126,0 38,17 251,6 199, 417, 
[1s, 0791 95, 4151 別 51 弘 0651お7河7178,739149日 71飢吋胤吋捌組l附 6,879
メ口込 110,491 147,216 577,086 1,220,349 [3,8風倒｜附6,8





























































（ ? ? ）
2 
資料：富山県中小企業課調べ及び厚生省『環境白書』 （昭和53年度）
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第2-38表 年度別硫黄酸化物量測定結果（二四変化鉛法〉 （単位 S03mg/100cm2 ／日〉
相γ；J坐翌年度＼＼＼ 49 50 51 52 
城 端 町 1 0.12 0.11 0.10 ND ND 
井 波 町 2 0.16 0.13 0.11 0.11 0.11 
福 野 町 2 0.13 0.13 0.10 0.10 0.10 
福 光 町 2 0.12 0.11 0.16 0.10 0.10 
（参考〉富山市 26 0.30 0.21 0.19 0.19 0.18 
砺波市 6 0.13 0.12 0.10 0.10 0.10 
大島町 1 0.17 0.17 0.12 0.12 0.12 
八尾町 2 0.13 0.14 0.11 ND 0.10 
資料：第2-37表に同じ
注 ND （検出されず）とは0.IS03mg /lOOcih／日未満のことである。
第 2ー 39表 市町村別降下煤塵量測定結果（ダストジャー法〉 （単位 t /km3／月〕
I~ケ｜ 昭和48年 49 50 51 52 
城 端 町 I 6 5 3 4 5 
井 波 町 2 5 5 4 5 3 
福 野 町 2 7 5 3 5 4 
福 光 町 2 7 4 3 5 4 
（参考）富山市 26 7 6 5 5 4 
砺波市 6 6 5 4 4 4 
大島町 1 5 3 3 4 4 
八尾町 2 5 7 5 4 3 
資料：第2-37表に同じ
第2-40表 窓素酸化物濃度測定結果〔アルカリろ紙法〉 （単位 NOzmg/100cm2 I日〉
問てご一？一一一？ ＼ 年度 昭和48年 49 50 51 52 
城 端 町 I 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 
井 波 町 2 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 
干高 野 町 2 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 
福 光 町 2 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 
（参考〉富山市 26 0.006 0.004 0.005 0.006 0.005 
砺波市 6 0.002 0.002 0.002 0.003 0.003 
大島町 1 0.005 0.004 0.005 0.006 0.006 




















城端町 26 富山市 155 
井波町 30 砺波市 118 
井口村 2 大島町 13 
福野町 100 八尾町 32 
福光町 54 










城端町 54 富山市 118 
井波町 27 砺波市 117 
井口村 10 大島町 3 
福野町 79 八尾町 42 
福光町 50 






繊維工業 50 55 
金属製品製造業 61 
機械器具製造業 59 
そ の 他 52 53 
資数：富山県中小企業課調べ




業 種｜繊 刷 F司鉄鋼




















商 f;ti 数 商品年間販売額
rz: 分
昭 451昭 471昭 491昭 51 昭和45年l昭和昨｜昭和昨！昭和51年
一 般 卸 7古G 業 13 16 
代理商・仲立業
各種商品小売業 1 
種7G物牙ミ ・衣服・身の回り品小 49 48 
欽食料品小売業 97 89 
暴動車・自転車・荷車小売 6 6 
家具・建具・什器小売業 42 37 
そ の 他小売業 50 49 
飲 食 店 31 29 











14 31,063 597,876 63, 146 102,937 
x 
42 41, 106 53,252 71,481 88,457 
87 60,793 66,329 110, 125 140,077 
6 6,395 8,594 10,480 11, 215 
38 55,149 46, 198 83,699 74,795 
56 35,845 49,219 92,526 157,201 
31 11,006 9,087 13,559 20, 120 
274 241,357 292,555 445,016 594,802 
城端町と富山県の商品年間販売額の構成比をみれば， 昭和51年5月1日現在， 小売業は79.7%と









卸売業 14 10 16.9 3,465 32,761 14,869 72.3 
小売業 229 47 79.7 19,887 60,431 5,237 25.5 





」ア～ァ 城端町 富 山 県年1店問販当売り額の商品 I構成比 （%〕 1店間当りの商品 I構成比 （加年販売額
卸 士フ甘i:; 業 7,352.6 72.4 42, 911. 9 93.6 
士7E 業 2,147.9 21.2 2,633.4 5.7 







種 J!j 帯 数｜世帯人員卜世帯当り吋 1世帯当り室数I1世帯当り畳数
普通世帯 2,721 










1, 561 4.25 7.21 12.0 
11,543 4.25 7.23 12.0 
11,092 4.35 7.46 12.2 
159 2.97 2.49 4.8 
130 3.25 4.58 8.3 
128 2.37 3.98 10.0 
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第2-50表 公共用上水道の現状（単位人，戸，m,%)
計画給 給水 年間 1日当り給水量年 間給水率 給水
主（合主主） 
総人口年 度
人口凶｜戸数 最大｜平均給水量的（す）水人口 配水量（B) 栓数 （［方
昭和48年 5,000 4,729 1,081 577,052 2,180 l,580 391,282 0.68 3,783 40.0 11, 954 
49 8,400 4,749 1,099 510,697 1,804 1, 399 377,809 0.74 3,846 40.0 11, 94~ 
50 8,400 4,799 1, 124 603,453 2,313 1,648 399,082 0.66 3,934 40.3 11,901 
51 10,500 6,723 1,619 671,836 2,622 1,840 450, 130 0.67 5,666 56.4 11, 925 

















名 称 型 式 ｜能力｜
西部清掃センター 機械化パッチ 40 t I日
東部清掃センター II 60 t I日
東粗大部清ご掃センター
















種別｜ 施 設 等 施設数等 ｜施設関連者 ω ｜ 備 考
保 育 61収容人員数 抗｜昭和53年4月1日現在
点す~一与
幼 稚
1 I要E護 x 校 x 
教
1 i 教児（本員童務者数〕 979 A寸L一 35 昭和53年5月1日現在
育
450 





公 民 館｜ ｜問応如月 1日現在
公 立 図 書 館｜ 1 I蔵書数 2同 3冊｜昭和畔3月31日現在
会 青 年 団｜団体数 51会員数 198 
婦 人 会｜団体数 x＼ 会 員数 x 
ボーイスカウト｜団体数 2＼会員数 172 
昭和53年7月 1日現在
教





母 親 ク ブ ブ｜団体数 51会員数 674 
4 H ク フ 1 I会員数 21 ＼昭和畔5月I日現在
体育・ス 町 民 体 育 館｜ 1 
ポーツ等 温 水 フ 1 昭和52年12月31日現在
保 養 1 
病 院｜ 2 
毛日ゑ。’、 療 4 
衛
歯 科 るJVふ 療 所｜ 4 
















第 2ー 53表 都市計画用途地域別面積 （単位 ha〕
（参考） 富 山 県
用途地域別 面 積 概成比
積｜構成比伽（%〉 面
第1種住居専用地域 8.0 5.4 l,837.4 
第2種住居専用地域 24.0 16.1 3,586.9 
住 居 地 域 62.0 41.5 4,312.4 
近隣商業地域 15.0 10.7 692.3 
商 業 地 域 618.3 
準工業地域 32.0 21.4 l, 871. 6 
工 業 地 域 7.4 4.9 1,626.6 
工業専用地域 0.0 0.0 957.1 





























































時ヰと 北 陸 全
食 料 品 4.5 
繊 維 2.4 
金 属 製 品 9.9 
一 般 機 械 7.2 
電 気 機械 15.4 
その他の製造業 8.5 
製 造 業 6.9 




























































産業別の各種原単位は第3 2表にまとめられている。データは， 通産省『工業統計表』 （昭和























836.00 20.40 260.44 




508.21 3.56 l, 713.15 
1,544.09 62.22 938.32 
1,209. 86 16.95 ワ
1,292. 71 14.43 ワ
1, 715.04 8.50 ワ
1,083.44 41.27 489.32 
1,354. 40 35.16 ワ













｜製造品出荷額［労 ｛観J カ｜工業用水 l電
〔万円〕 （人） (nf/13) 



























































二瓦~＼ 新規導入産業の工場敷地規模 i製造品出荷額(nf〕 (100万円〉 雇開力｜工業用水｜電 力（人〕 Cm／日〕（KWh／日〕
（刈電気機械器具製造業 8,250 835.7 99.9 170.5 2,276.6 
(B）米菓製造業 8,250 930.6 104.1 177.5 4,808.1 
ケース 1 
(C）製衣服品製・そ造業の他の繊維 8,250 1,068.4 210.2 38.0 18,302.9 
（富A,B,C,D: 
山県データ〕 む）一般機械器具製造業 8,250 542.9 50.0 224.1 2,656.3 
メ仁込' 5十 33,000 3,376.6 464.2 610.1 28,043.9 
ケース 2 
(A, B，とc は 制’一般機械器具製造業 8,250 787.1 60目9 113.6 3,351.2 
ケース 1 ア同じ
D＇：全国一 メ口込 言十 33,000 3,621.8 475.1 499.6 29,238.8 
タ〕
ケース 3 (A) 11,000 1,114.3 133.2 227.4 3,035.5 
(B) 11,000 l,240.8 138.8 236.7 8,776.0 
(A, B, C は (C) 11,000 1,424.5 280.3 50.7 24,403.8 ケース 1と同
じ） fコ為 計 33,000 3,779.6 552.3 514.8 36,215.3 
ケース 4 む） 4,500 296.1 27.3 122.2 1.448. 9 
(A, B, C, (E＇）プラスチック製品
rn主ケースuこ 製造業 3,750 360.4 25.6 119.7 7,092.5 
同じ， E＇：全
国データ〕 メ仁込I 言十 33,000 3,491.2 467.2 627.9 35,602.8 
ケース 5 
E~A, B, C, (D') 4,500 429.3 33.2 62.0 2,100.6 
t土ケース 41こ
同じ， D＇：全 fコ為 計 33,000 3,624.4 473.1 567.8 36,254.5 
国データ）
ケース 6 (F＇）金属製品製造業 3,750 25.9 2,952.2 (A, B, C, 




ケー ス 1 4 6 6 5 ① 。
ケー ス 2 4 A弘 ② ① ③ 000企
ケー ス3 3 ① ① ② 5 000 
ケー ス 4 5 4 5 6 4 
ケー ス 5 5 ② & 4 6 。ム





































要である。すなわち， 1. 立地対象地区の選定， 2. 土地利用計画， 3. 新規導入工業の工場配置

















? 宅 :i-の他 Iil H 回
30,753 3,328 
資料・城端町『是安地区農村地域工業導入実施計画書』 〔昭和53年7月〉
是安地区には未整備の回と普通畑が多く， 田は3.0753ha( =30, 753m2) , 普通畑は0.3328ha(= 
3,328,,f）である（第4-1表）。また， 農家1戸当りの農地提供面積も比較的少なく， その平均




















和田年2月， 181頁，による。）の砺波インターチェ γジにも近く， 2,000m の距離である。冬期間
の一般県道，主要県道，国道8号線，国道41号線， 国道304号線とも除雪率は 100%であり（除雪率
については，富山県， 『昭和50年度道路除雪基本計画』， 昭和50年， と建設省， 『昭和田年度雪寒








昭和田年1月の是安地区の「工場適地調査」 （調査地区名南砺， 地区コード165, 適地番号009,
適地名是安。〕によれば，城端町の工場適地面積は第4 1表のように 3.9920ha (=39,9201ので




土地利用別区分 面 積Crl〕 構成比 （%） 構成比 （%） 
工 業 用 地 33,058 82.8 91.0 
公共施設用地 3,265 8.2 9.0 
工業導入可能用地 36,323 91.0 100.0 
工 場 39,920 100.0 






























(A) 電気機械器具製造業 8,250 
(B）米菓製造業 8,250 
ケース 2 (C) 衣服・その他の繊維製品製造業 8,250 
むY一般機械器具製造業 8,250 
A口． 言十 33,000 
同帥柏l; ケース 2 と ~ij じ 11,000 11,000 
ケース 3 11,000 
















新規導入工業の工場配置は，少なくとも次のような7つの観点， すなわち， (1) 立地企業数，（2)
工場用地割りないしは工業用地割りの大小とその構成， (3) 道路パタ一人 (4）生産関連施設，（5)





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































労働力の区分 男 女 計
新 規 中 卒 者 一
新 規 高 卒 者 120 130 250 
有 効 求 職 者 615 613 1,228 
（中高年令者〕 (429〕 (292〕 (721〕
パートタイマー 100 100 200 
メ口込 計 1,678 
資料・城端町『工場適地調査』 （昭和52年）
② 城端町周辺市町村から城端町へ通勤可能な者の現状（第4-4表〉を参考にすれば， 通勤可
能圏域内の地元雇用期待可能見込者数は， 1.678人であり，このうち 14.9%は新規高卒者 250人であ









- 60 - 新規産業の導入及び立地計画
第4-6表 通勤可能圏内地域の総人口，製造業人口（単位人）
地 域 人 口 ｜製造業就業人口 ｜製造品出荷額（万円〉
域 端 町 11, 938 
干高 光 町 22,660 
井 波 町 11,616 
干高 里子 町 15,230 
井 口 村 1,437 
砺 波 市 34,999 
























































































下，すなわち， O.lS03mg/100cm2 ／日未満となるように（この場合 NDつまり検出されずと名づけら








生産関連施設用地別区分 ｜面 積 ω ｜ 備 考
工 場 敷 地
立地企業の工場敷地内緑地面積，歩行者用道路面積，
33,000 休憩所，広場，福利厚生施設などの面積を含む。
公 道 路 用 地 l, 721 
共
幹線道路 744 長さ62m×幅l2m=744nl 
道 路 977 是安地区周辺の北側と東側lの道路幅員の拡張
用 排水路用 地 300 長さ75mx幅2mの排水路2本＝280nl
地 変電所用 地 1,300 


























最後に，このような新規産業の導入， 立地計画の実現のために必要とされる 2' 3の点に触れて
おきたい。周知のように， わが国の経済はいま低成長経済への転換期にあり， 企業の投資意欲は減
退している。 こうした状況の中で企業誘致を行うためには， 低利資金の融資などの金融面での援助
とともに，固定資産税の減免など財政面の措置も必要とされるであろう。 また， 新規産業導入にあ
たって地元住民の雇用を円滑に促進するために， 技術の修得・訓練を行うことも必要となる。 これ
らの諸点については，地元城端町を始め，県，国からの積極的な援助が必要であろう。
